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宿毛市立坂本図書館

　〒788-0001

　 宿毛市中央二丁目7番14号

☎　0880-63-2654     

FAX 0880-63-0155     

★サブ展示

展示期間　6月29日(木)まで
★メイン展示 　梅雨の季節となりました。おうち時間を、楽

しめるように、様々な本を集めました。

●サブ展示図書(抜粋)

「防災ハンドメイド」「１０才からの整理整とん」

　６月４日～６月１０日は、歯と口の健康週間 「ルルとララのかわいいデザートレシピ」

です。長寿政策課と協同で企画しました。　 「人生を１冊でふりかえる手作りアルバム」

「輝く笑顔のために」と題して、

・オーラルフレイル

・笑顔が輝く美容法

という２つのコーナーを用意しました。 ★図書カードの寄贈

健康寿命を延ばすためにも、ぜひご覧ください。 　公益財団法人坂本報效会(理事長 坂本嘉廣氏)

　 から図書を寄贈していだきました。

　ありがとうございました。

　「坂の上の雲」や児童向けの「ドラえもん探

究ワールド」など合計２０９冊。

　新着コーナーの棚へ配架となりますので、ぜ

ひ手に取ってみてください。

　除籍した図書を差し上げます。雑誌・新聞は

ありません。

　　期間　７月５日(水)～  図書のみ

●メイン展示図書(抜粋) 　　　　　(休館日を除く)   です。

「自力で防ぐ誤嚥性肺炎」「０歳からのおうち矯正」 　　時間　10時～18時30分　

「噛む力が弱った人のおいしい長生きごはん」 　　　　　(土日祝は10時～18時）

「自分史上最高の顔になれる神コスメ」 　　場所　坂本図書館

「ねずみくんといっしょはははは」「はみがき探偵」 　※冊数制限はありません。

№273
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6月号

《 展示のご案内 》
『雨の日のおうち時間』

　　『輝く笑顔のために　』

寄贈いただきました

図書を差し上げます

さ 　く　 ら
図書館だより
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※本の紹介文は、スタッフが作成しています。

(一般) (児童)

豊嶋　利雄　著 神島　裕子　監修

グラフィック社 ＰＨＰ研究所

(一般) (児童)

畠中　恵　著 阿部　結　作

文藝春秋 福音館書店

ニッポンのアンティークしおり 平等ってなに？

おやごころ おじいちゃんのくしゃみ

　本に挟んで使うしおりは、テレビやイン

ターネットが無かった時代、宣伝媒体とし

て医薬品や化粧品など様々な商品の宣伝活

動に利用されていました。商品の情報を多

く載せられ、長く手元に置いてもらえるよ

うな工夫を施したしおりは、当時の企業に

とっては最適な広告アイテムだったので

す。

　そんな明治・大正・昭和を彩ったレトロ

でモダンな貴重なコレクションをぜひ楽し

んでみてください。

　「平等」とは一体どういうことなので

しょうか。世界や日本で、今も問題視され

る不平等格差。

　多数決は平等？都会と地方は平等？先進

国と途上国は平等？など様々なテーマに

そって、身近な「平等」から素朴な疑問ま

で歴史もまじえて紹介します。

　「江戸、神田の町名主の跡取り息子・高

橋麻之助を主人公に、町名主に持ち込まれ

る様々な揉め事を解決していく『まんまこ

とシリーズ』９作目。

　前作で再婚した麻之助がついに父親に！

育休を取りたい麻之助に親子の相談事が

次々と…。表題作の『おやごころ』他５編

収録の、ほっこり人情時代劇。揉め事それ

ぞれの真相が意外で面白いです♫

　世界一のくしゃみって、どんなくしゃ

み？おじいちゃんの大きなくしゃみが大迷

惑な孫。でもじつは世界一すごいことを知

り、あるお願いをしますが…。

　おじいちゃんのくしゃみで、木になって

いるりんごを全部落としたり、猛獣を追い

払ったり…。おじいちゃんと孫のほほえま

しいやりとりを描いたユーモアたっぷりの

お話となっています。

読んでみませんか？

-新着図書のご案内-
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　                  しみじみと初夏     　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松澤まり子

　先月初め、ついに事務所のカウンターやテーブ
ルの真ん中に天井からかけていたビニールシート
を外した。透明のアクリルのパーテーションもど
けた。コロナウィルスが五類になったことで、外
すことにしたのだ。外す前、長い間ありがとうご
ざいました、という気持ちで、それらを見つめ
た。コロナ流行が出始めた頃、テレビのニュース
で某コンビニエンスストアのレジのカウンターに
ビニールシートをつけているのを見て、すぐうち
の店もつけなきゃ、とスタッフに相談し一緒に
シートをホームセンターに買いに行った。スタッ
フは、そんなことせんでもええがやないかと乗り
気じゃなかったが、ホームセンターやスーパー
マーケットで同じようなパーテーションを見て考
えが変わったようだった（笑）。木の棒にシート
を付けぶらさげ天井から吊り下げた。清算の際の
キャッシュトレイを使っていなかったので慌てて
購入しようとしたがどこも売り切れで破格の値段
でネットショップなどに出ていた。某銀行の支店
長に困っていることを話すと「うちは余っている
のであげます。」と下さったことに本当に感謝し
た。スタッフがマスクをつけるのを嫌がるので、
これまた困って会う度に説教ババアになった。や
がてそのスタッフも率先してマスクをするように
なった。マスクをスタッフ達に配ったり、宿毛市
でコロナ感染者が増えると注意の文書を書いて渡
したりと、まあ思えば日常の忙しさに加えて仕事
が余計に増えたことは皆さんも同じだと思う。消
毒液なども常備していなかったので市中の店を
色々探したがなくなっていて、ふと思いついて部
品などの仕入れ先の業者さんに聞いてみたら20ℓ入
りのものがあるというので仕入れた。とてもあり
がたかった。店頭からトイレットペーパーが消
え、そんなことはオイルショック以来で、わたし
の人生の中で二度、そのようなことが起こったこ
とになる。

　そのような中でも、東京オリンピックは1年遅れ
で無観客で開催された。聖火ランナーになること
はとても複雑な気持ちだった。ランナーに決まっ
たのはコロナ蔓延の前だったので延期になった１
年後に、再び走る意志があるか、ということを聞
かれることがあり少し迷ったが、こんな中でも希
望を持つことが大事じゃなかろうかと思い、走る
ことで少しでも希望を、誰かやわたしも持つこと
ができるのなら、と思い切って「Ｉ ＲＵＮ」とい
うタグを押した。（ランナー運営の連絡はすべて
ネットのサイトで行われた）パレードも行われ、
うちの前を走るランナーさん達に声援を

送ったり、土佐清水市から来るバスの運転手さん
たちに手を振ったり、思えば楽しいイベントだっ
た。暑い日にワクチンを恐る恐る受けたり、毎日
の感染者数をチェックしたり。
　思い起こせば、色々なことがあった。スタッフ
のひとりが病気になり、ちょうどその頃、家族が
コロナに感染し、スタッフの家族みんなが感染者
となり、一か月ほど仕事に来られなくなって、非
常に困り果てた。でも明けない夜明けはない。そ
の言葉が真実であることを知った。

　5月末、約3年ぶりに大阪で開催された会に参加
した。3年ぶりに会う顔なじみの皆さんが「久しぶ
り」と声をかけて下さりとても嬉しかった。対面
で会うのはやはり違う。行く末は五里霧中のよう
な業界にいるものの、皆、同じような悩みを抱え
ていてそれを話し合うのは久しぶりにとても心地
よいものだった。また、たわいのない話などもし
て、とても楽しい出張になった。

　G7サミットが行われた5月19日に広島平和記念公
園で原爆死没者慰霊碑への9つの美しい献花と9人
の要人達を見て、ようやくここまで来た、とほろ
りとした。

　こんな日が来るなんて、と何度も思った五月
は、さわやかな風と共に様々な思いが交錯し、し
みじみと感じ入る月となった。

－ さ く ら 随 筆 －

初夏の風景
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は休館日

「偽情報と独裁者」　　　　　　マリア・レッサ 「いぬのにっちゃんはるとなつ」　　 あきくさあい　

「魔術師列伝」　　　　　　　　　　　澤井繁男 「ぴかぴかはみがき」               うえだしげこ  

「人間がいなくなった後の自然」　カル・フリン 「きょうりゅうのしっぽ」　　　　　　大島英太郎

「多数の相続人・疎遠な相続人との遺産分割」　 「おやすいごようです」                林原玉枝　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　狩倉博之 「みがいてあげる」　　　　　　　ふくべあきひろ

「人間ドックの作法」　　　　　　　　　森勇磨 「ぼくのかぞくぼくのからだ」　　きたがわめぐみ

「ズルい腹筋」　　　　　　　　　　　星野光一 「どこどこいってた？」　　　　　　

「ずぼらガーデニング」　　　　　　　　みゆき 　　　　　　　　マーガレット・ワイズ・ブラウン　　

「人物イラスト映えＢＯＯＫ」　　　　田村桂一 「みつけて！どうぶつどこ？」　　ｓｈｉｍｉｚｕ

「ＮＨＫが悩む日本語」　ＮＨＫ放送文化研究所　 「はじめての梅しごと」　　　　　　　　高野紀子

「行きつ戻りつ死ぬまで思案中」　　　垣谷美雨 「ぴよぴよぴっぴっぴー」　　　　にしむらあつこ

「ぞうのこバナ」　　　　 　　　　　 まどみちお

「ミミちゃんはどこ？」　　　　      松田奈那子

「やぶこぎ」　　　　　　　　　　　モリナガヨウ

「どうながのプレッツェルとこいぬたち」

　　　　　　　　　　　　　　マーグレット・レイ

「小学生からの都道府県おでかけ図鑑」 「ワンワンのすきなものい～っぱい！ずかん」

　　　　　　　　　　　　　　ビームスジャパン

「秒・メートル・キログラムの大研究」　臼田孝

「家でできる！わくわくエンジニアリング」

　　　　　　　　　　　　　　ロブ・ビーティー

「おこづかいの賢い使い方」クォン・ジェウォン

「ペンタとニック」　　　　　　　　　　風野潮 　令和４年度より祝日開館をしている坂本図書

「キュリオとかめの大王」　　　　　　　斉藤洋 館では、７月１７日(月・祝)も開館します。

「ダッドリーくんの１２のおはなし」　　　　　 　その代わりに翌日７月１8日(火)は休館とな

　　　　　　　　　　　　フィリップ・レスナー りますのでご注意ください。

6月の休館日 7月の休館日

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1
4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8
11 12 13 14 15 16 17 9 10 11 12 13 14 15
18 19 20 21 22 23 24 16 17 18 19 20 21 22
25 26 27 28 29 30 23 24 25 26 27 28 29

30 31 　

開 館 日 時 火～金　10:00～18:30　　土・日・祝　10:00～18:00

ホームページ https://www.city.sukumo.kochi.jp/docs-25/p010805.html
メールアドレス tosyo@city.sukumo.lg.jp

～新着図書のご紹介～

　　　　　一般図書 　　　　　絵　　本

　　　　　児童図書

　★このほかにもたくさんの図書が入っております。
　　　　 図書館ホームページでは、月ごとの新着図書一覧を公開しておりますので、
　　　　 そちらもぜひご覧ください。

祝日開館のお知らせ

※左側の数字は図書の分類を表しています．

　　０…総記、１…哲学、２…歴史、３…社会科学、４…自然科学

　　５…技術、６…産業、７…芸術、８…言語、９…文学
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